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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 54,874 1.8 3,601 △17.9 3,630 △16.0 2,444 △13.0

2023年３月期第３四半期 53,904 12.3 4,384 32.9 4,323 28.8 2,810 26.0

（注）包括利益 2024年３月期第３四半期 2,896百万円（△1.1％） 2023年３月期第３四半期 2,927百万円（25.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 58.59 －

2023年３月期第３四半期 67.38 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期第３四半期 53,013 33,086 62.0 788.20

2023年３月期 52,809 32,127 60.3 763.67

（参考）自己資本 2024年３月期第３四半期 32,890百万円 2023年３月期 31,849百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 20.00 － 25.00 45.00

2024年３月期 － 22.00 －

2024年３月期（予
想）

25.00 47.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 71,200 △2.4 5,030 △7.7 5,050 △7.6 3,350 △5.0 80.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期３Ｑ 41,731,951株 2023年３月期 41,708,367株

②  期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 3,293株 2023年３月期 2,817株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 41,719,296株 2023年３月期３Ｑ 41,706,629株

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

※  注記事項

新規  －社　　（社名）－、 除外　－社　　（社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ禍からの経済社会活動は正常化が進み、また雇用・所得

環境に改善の動きがみられました。しかし、ロシア・ウクライナ情勢等による資源・エネルギー価格の高騰、円安に

より物価上昇が継続するなど、先行きは不透明な状況が続いております。

　建設市場におきましては、公共建設投資は高水準で推移しており、民間設備投資については、持ち直しの動きがみ

られますが、資材価格等の上昇による影響が懸念されております。

　このような事業環境の中で当社グループは、2023年５月10日に公表しました中期経営計画2023（2023年度～2025年

度）において、この期間を「Next Challenge StageⅢ」と位置づけ、事業戦略を“「日特らしさ」を失わずに働く人

が「プライド」をもって事業に取り組める環境を整え、顧客信頼を獲得して「ブランド」を確立する。事業を通じ

て、企業の存立意義を常に考え、長期的な視点であるべき姿を想いながら、人と企業が共に成長していく。”とし、

「人的資本の確保と育成」、「生産性の向上」、「安全衛生・品質管理の強化」、「サステナビリティ経営の推

進」、「新分野への挑戦」の５つの課題に取り組み、前中期経営計画期間実績の5％成長に当たる連結営業利益（3年

間計）161億円の実現と、得られた利益により継続的な投資を行い、企業価値の持続的な成長を目指してまいりま

す。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりました。

① 受注高、売上高

　受注高は、前年度の大型工事受注の反動減により基礎・地盤改良工事が20,935百万円（前年同期比14.3％減）、法

面工事は23,540百万円（同11.1％減）となりましたが、海外で大型推進工事を受注したことにより土木工事は、

4,719百万円（同257.0％増）、全体としては、55,951百万円（同3.7％減）となりました。売上高は、施工が順調に

進捗し、54,874百万円（同1.8％増）となりました。

② 損益

　売上総利益は、一部の不採算工事により工事採算性の低下を招き、9,845百万円（前年同期比5.5％減）となりまし

た。販売費及び一般管理費は、待遇改善などによる社員給与の増加、業務改善を図るための工事管理システム刷新費

用などにより、前年同四半期比で214百万円増加した結果、6,243百万円（同3.6％増）となり、営業利益は3,601百万

円（同17.9％減）、経常利益は3,630百万円（同16.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,444百万円（同

13.0％減）となりました。

　一部の不採算工事については改善を図っており、それにより売上総利益率は第２四半期累計期間16.7％から第３四

半期累計期間17.9％と1.2ポイント改善しています。期末に向け更なる良化に努め、利益確保のために施工の促進、

原価低減を図ってまいります。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が53,013百万円となり、前連結会計年度末に比べ204百

万円増加しております。これは主に、受取手形・完成工事未収入金等が679百万円、電子記録債権が664百万円、投資

有価証券が1,377百万円増加した一方、現金預金が2,674百万円減少したことによるものです。

　負債合計は、19,926百万円となり、前連結会計年度末に比べ755百万円減少しております。これは主に、支払手

形・工事未払金等が1,425百万円増加した一方、未払法人税等が983百万円、賞与引当金が806百万円、未払金（その

他）が464百万円減少したことによるものです。

　純資産合計は33,086百万円となり、前連結会計年度末に比べ959百万円増加しております。これは主に、その他有

価証券評価差額金が292百万円増加、親会社株主に帰属する四半期純利益を2,444百万円計上したこと、及び1,960百

万円の配当を実施したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今年度第３四半期累計期間について、売上高は前年同四半期比を上回りましたが、一部不採算工事の影響で売上総

利益が前年同四半期比で減少したため、同様に営業利益、経常利益も下回る結果となりました。

　不採算工事については良化が進んでいますが、期末に向けさらに収支改善を図ってまいります。また売上高は現在

の手持ち工事により計画通り確保する見込みです。今後は、通期業績予想達成に向け原価低減、経費削減に努めてま

いります。

　現段階では、2023年５月10日に公表しました業績予想について変更はございません。

　なお、令和６年能登半島地震により被災された皆様へ心よりお見舞い申し上げます。弊社は関係各機関と協力し、

被災された地域の皆様の一日も早い復興に尽力してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 19,457 16,783

受取手形・完成工事未収入金等 18,395 19,075

電子記録債権 3,462 4,126

商品及び製品 31 28

販売用不動産 0 0

未成工事支出金 284 496

材料貯蔵品 355 601

その他 446 731

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 42,431 41,841

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,674 1,644

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 1,542 1,701

土地 2,578 2,578

建設仮勘定 633 485

その他（純額） 2 2

有形固定資産合計 6,430 6,412

無形固定資産 578 546

投資その他の資産

投資有価証券 1,040 2,417

繰延税金資産 1,978 1,421

その他 370 396

貸倒引当金 △21 △21

投資その他の資産合計 3,368 4,213

固定資産合計 10,377 11,171

資産合計 52,809 53,013

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 11,539 12,964

短期借入金 － 184

未成工事受入金 423 465

未払法人税等 1,149 166

完成工事補償引当金 170 178

工事損失引当金 28 75

賞与引当金 1,138 331

役員賞与引当金 39 －

その他 2,070 1,576

流動負債合計 16,559 15,943

固定負債

退職給付に係る負債 4,023 3,884

その他 98 97

固定負債合計 4,122 3,982

負債合計 20,681 19,926

純資産の部

株主資本

資本金 6,052 6,064

資本剰余金 1,753 1,765

利益剰余金 23,918 24,402

自己株式 △2 △2

株主資本合計 31,722 32,229

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 138 431

為替換算調整勘定 17 38

退職給付に係る調整累計額 △29 190

その他の包括利益累計額合計 126 660

非支配株主持分 278 196

純資産合計 32,127 33,086

負債純資産合計 52,809 53,013
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

売上高

完成工事高 53,737 54,769

その他の事業売上高 166 105

売上高合計 53,904 54,874

売上原価

完成工事原価 43,406 44,970

その他の事業売上原価 84 59

売上原価合計 43,490 45,029

売上総利益

完成工事総利益 10,331 9,798

その他の事業総利益 82 46

売上総利益合計 10,413 9,845

販売費及び一般管理費 6,029 6,243

営業利益 4,384 3,601

営業外収益

受取利息 2 4

受取配当金 8 59

特許関連収入 10 6

為替差益 － 4

その他 10 9

営業外収益合計 31 83

営業外費用

支払利息 7 10

支払保証料 12 33

為替差損 14 －

シンジケートローン手数料 52 5

その他 5 4

営業外費用合計 92 54

経常利益 4,323 3,630

特別利益

固定資産売却益 － 0

事業譲渡益 － 99

特別利益合計 － 99

特別損失

固定資産除却損 14 2

特別損失合計 14 2

税金等調整前四半期純利益 4,309 3,727

法人税、住民税及び事業税 1,080 1,043

法人税等調整額 338 328

法人税等合計 1,419 1,372

四半期純利益 2,890 2,355

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
80 △89

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,810 2,444

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益 2,890 2,355

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30 292

為替換算調整勘定 △15 32

退職給付に係る調整額 22 216

その他の包括利益合計 37 541

四半期包括利益 2,927 2,896

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,852 2,978

非支配株主に係る四半期包括利益 75 △81

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日  至 2022年12月31日）

当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっておりま

す。

当社グループは、建設事業のほかに、商品資材販売等事業、及び保険代理業の事業活動を展開しております

が、それらは開示情報としての重要性に乏しく、建設事業の単一セグメントとなるため記載を省略しておりま

す。

　当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日  至 2023年12月31日）

当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっておりま

す。

当社グループは、建設事業のほかに、商品資材販売等事業を展開しておりますが、同事業は開示情報として

の重要性が乏しく、建設事業の単一セグメントとなるため記載を省略しております。
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区分／工事

前第3四半期連結累計期間

自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

当第3四半期連結累計期間

自 2023年４月１日

至 2023年12月31日

増　　減

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額
増減率

（％）

受

注

高

基

礎

工

事

基礎・

地盤改良工事
24,430 42.1 20,935 37.4 △3,495 △14.3

法面工事 26,485 45.6 23,540 42.1 △2,944 △11.1

補修工事 4,992 8.6 5,875 10.5 882 17.7

計 55,909 96.3 50,351 90.0 △5,558 △9.9

土木工事 1,321 2.3 4,719 8.4 3,397 257.0

地質コンサルタント 379 0.6 346 0.6 △32 △8.7

その他 480 0.8 534 1.0 54 11.3

合計 58,090 100.0 55,951 100.0 △2,139 △3.7

区分／工事

前第3四半期連結累計期間

自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

当第3四半期連結累計期間

自 2023年４月１日

至 2023年12月31日

増　　減

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額
増減率

（％）

売

上

高

基

礎

工

事

基礎・

地盤改良工事
21,183 39.3 21,673 39.5 490 2.3

法面工事 25,292 46.9 23,966 43.6 △1,326 △5.2

補修工事 4,802 8.9 6,792 12.4 1,990 41.4

計 51,278 95.1 52,432 95.5 1,154 2.3

土木工事 1,807 3.4 1,637 3.0 △170 △9.4

地質コンサルタント 291 0.5 300 0.6 8 3.0

その他 527 1.0 504 0.9 △22 △4.3

合計 53,904 100.0 54,874 100.0 970 1.8

区分／工事

前第3四半期連結累計期間

自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

当第3四半期連結累計期間

自 2023年４月１日

至 2023年12月31日

増　　減

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額
増減率

（％）

次

期

繰

越

高

基

礎

工

事

基礎・

地盤改良工事
18,824 38.7 17,135 35.9 △1,689 △9.0

法面工事 22,664 46.5 20,387 42.8 △2,277 △10.0

補修工事 5,537 11.4 5,342 11.2 △194 △3.5

計 47,026 96.6 42,865 89.9 △4,161 △8.8

土木工事 1,360 2.8 4,551 9.6 3,190 234.6

地質コンサルタント 200 0.4 154 0.3 △46 △23.2

その他 115 0.2 107 0.2 △7 △6.6

合計 48,702 100.0 47,678 100.0 △1,024 △2.1

３．補足情報

比較受注・売上・次期繰越（連結）の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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